
 

　　　　　

　

五城目高校いじめ対策委員会組織図

対策フローチャート

五城目高等学校

　  重大事態時の
　 連絡・相談・支援

県教育委員会

（学年主任・生徒指導担当・養護教諭　等）

教職員の気づき 教職員の協力共同体制 「わかる授業」の実践

情報を得た教職員

未然防止

情報発信（生徒指導だより） 学年・学級PTA ホームページの活用

第一報

  重大事態発生

警　察

関係機関

適宜連絡

報告・共通理解

職員会議

保護者

継続指導・経過観察

再発未然防止活動

方針決定

対　応

経過観察

報告・事実関係の把握

方針の決定・指導体制の編成

情報収集

事実確認

対応班の編成

事案の状況を判断し、メンバー決定

（学年主任・生徒指導担当・養護教諭　等）

調査方針・分担決定

                  いじめ対策委員会 （９名）

(校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、学年主任、保健主事、養護教諭）
*必要に応じてクラス担任も加わる

招集・指揮

校外委員

（スクールカウンセラー、学校評議員、学校医、PTA役員、同窓会役員）

　状況に応じて

校　長　・　教　頭

対応班によるいじめ解消に向けた指導

調査班編成・事実確認

事案の状況を判断し、メンバー決定

早期発見

自尊感情を高める教育活動 生徒主体のグループワーク 家庭や地域との連携

学校生活アンケート 面談週間の実施 相談窓口の周知


